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Regulatory-associated protein of mTOR (Raptor) (p150 target of rapamycin (TOR)-scaffold
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	応用
	抗原情報
	背景
	機能:FRAP1経路に関与し、FRAP1とほぼ化学量論比で会合して栄養感受性複合体（NSC）を形成する。FRAP1シグナル伝達経路において足場タンパク質として極めて重要な役割を果たし、この相互作用はEIF4EBP1の触媒リン酸化に必須である。下流エフェクターRPS6KB1への栄養刺激シグナル伝達において正の役割を果たす。栄養欠乏条件下では、FRAP1キナーゼ活性の負の調節因子として機能する。FRAP1との相互作用の調節は、細胞が異なる環境条件下で細胞増殖速度と細胞サイズの維持を調整するための重要なメカニズムである。,その他:ラパマイシンは、栄養素の利用可能性に関係なくFRAP1との相互作用を不安定化し、解離の効力は栄養豊富な条件下で増加する。この作用により、FRAP1は基質から分離され、FRAP1の本来の触媒活性を変化させることなくシグナル伝達を阻害します。,類似性：WDリピートRAPTORファミリーに属します。,類似性：7つのWDリピートを含みます。,サブユニット：FRAP1との結合とは独立して、4EBP1およびRPS6KB1に直接結合します。EIF4EBP1のリン酸化が不十分な形態またはリン酸化されていない形態に優先的に結合し、この結合はFRAP1のリン酸化を触媒する能力にとって重要です。FRAP1との複合体は、ロイシンに富む条件と乏しい条件の両方で物理的に相互作用するため、少なくとも2つの異なる安定性を持つ栄養素によって決定される状態で相互作用します。,組織特異性：骨格筋で高く発現し、脳、肺、小腸、腎臓、胎盤でもわずかに発現します。,
	研究分野
	-
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	MCF-7細胞、HepG2細胞、マウス心臓組織のウェスタンブロット解析。一次抗体は1:1000希釈。二次抗体は1:10000希釈。

